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　　　　　　温暖化対策事業費は少なくないか？
　　�地球温暖化対策事業の決算額が少なくなっている理由は。事業そのものが少ない。住民がやれる

対策もあり、細かい事業が疎かになっていないか。
　　�この事業だけで見ると少ないが、複数の課がゼロカーボン事業を行っている。見せ方を検討する。A

　　　　　　近い将来の水道施設更新計画は？
　　�水道ビジョンで、「今後10年間で35億円の投資が必要」は重要な発言。どのように計画的にやるのか。

特に二股浄水場の更新をどうするかだが考えは。
　　�二股浄水場は更新の時期が到来している。令和12年の水利権更新に向けては適正規模の実施計画

が必要で、そこを目指して調査中で、結論は出ていない。
　　�敬老会に足が無くて行けない人への対応は。
　　�ふれあい号のような送迎は人数的に難しい。各地区で送迎してもらい、

それに対して助成する制度がよく、来年度予算に向けて検討する。

A

A

　　　　　　移住定住促進の住宅対策は？
　　�白馬村は公営住宅が足りていないのでは。
　　�公営住宅は、法に基づいて入居者の収入・年齢等をみる。低所得者層向けなのか、移住・定住対策な

のかでターゲットが変わる。建設課はこれ以上の投資はしない。
　　�岩岳のナラ枯れの状況がひどくなっているが、310万円の決算額をどう考えているか。
　　�現場まで行けない場所があり処理が追いついていない。専門家に加え地域まで広げて対策会議を行う。

A

A

決算から課題を探る
令和４年度
一般会計決算の状況

歳入　69億6,560万円
歳出　67億     74万円
実質単年度収支          1億5,740万円の黒字決算
財政調整基金・減債基金合計額は、14億8,876万円

（過去最高）

まちづくり

暮らし

建設・農政

決算委員長報告



ナラ枯れ被害木は、密閉し薬剤で
燻蒸処理を行っている
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決算から課題を探る決算特別委員会
９月定例会は、「決算議会」とも言われ、５日間にわたり決算認定案件６件と、
決算に付随する議案を審査しました。厳選した審査事項のみ掲載します。

　　　　　　3市村で行う広域観光組織の課題は？
　　�広域ＤＭＯハクババレーツーリズムへの会費700万円の使途と、今後の対応は。人事刷新と組織替

えが必要では。
　　�３市村が各700万円を負担し６名分の人件費になる。そのほかは索道協議会。今後の展開には各市

村ともに課題を感じている。今後の方向性や観光局との棲み分けを含め課題を伝えている。
　　�スノーピークの通称グランピング事業は、このＫＰＩ達成率で会計検査に耐えられるのか。マルシェ

には村が関わって地元農業生産者の出店を促してほしいが。
　　�ＫＰＩについては、この結果になってしまった状況を説明するしかない。マルシェは、今後は村が使い

倒すつもりではいる。

A

A

観 光

　　　　　　各事業は仕上げの時期にあるのでは？
　　�氷河調査、神城断層地震アーカイブ、伝統的建造物群保存事業はいつまでやるのか。終わりの設定

をする時が来ていると思うが。
　　�氷河認定を受けることの効果が大きく、見合った期間までは実施したい。
　　�アーカイブは子供たちへの伝承が重要。来年が地震から10年の節目となりその辺を考えていきたい。

伝建事業は文化的に重要なので今すぐは止めない。
　　�小中学校のトイレ洋式化率は。生理の貧困問題があるが、女子トイレに生理用品は

設置しているか。
　　�洋式化は8～9割程度。生理用品はまだ設置していないが、保健室でもらえる。棚は

今回設置した。

A

A

教育・文化

全体を通してのまとめ
　昨年度、過去最高基金残高など良い決算を打てたのは、
多分に地方創生臨時交付金に助けられた側面もある。
　次期予算編成では、なにか事業そのものをやめないと
新規事業着手は出来ない。「やめることはやめる・経費
削減に努めた。」との姿勢を見せないと、新たな財源を
求めることの理解は得られない。
　この決算そのものは認める。
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DX化第一弾は
勤怠管理システムの導入

議
案
第
２
号

令
和
５
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算

【
総
務
課
関
係
】

　

庁
内
D
X
化
に
関
連
し
た
勤
怠
管
理
シ
ス
テ

ム
導
入
委
託
料
2
7
8
万
３
千
円
の
増
額
。
移

住
・
交
流
・
集
落
支
援
事
業
5
2
0
万
８
千
円
の

増
額
は
人
件
費
と
空
き
家
推
進
モ
デ
ル
実
証
実

験
業
務
委
託
料
が
主
な
も
の
。

　
　

�

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
補
正
は
ハ
ー
ド
の

み
か
。業
者
は
ど
こ
か
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

関
係
は
。ク
ラ
ウ
ド
に
し
た
理
由
は
。

　
　

�

導
入
費
用
の
み
計
上
。ク
ロ
ノ
ス（
株
）を

選
定
。ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
計
上
し
て

い
な
い
。
国
の
要
綱
が
あ
る
の
で
運
用
方

法
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
。パ
ス
ワ
ー
ド

管
理
し
て
い
る
の
で
、本
人
以
外
が
行
な

う
こ
と
は
な
い
。ク
ラ
ウ
ド
に
し
た
理
由
は
、

１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
を
保
有
し
て
い
な
い

施
設
も
あ
り
、パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る
よ

り
も
ス
マ
ホ
を
使
用
し
た
方
が
良
い
と
判

断
し
た
。

　
　

�

空
き
家
だ
け
で
な
く
、移
住
定
住
に
向
け

て
の
土
地
の
分
譲
と
し
て
の
候
補
地
等
も

調
べ
て
も
ら
い
た
い
。土
地
開
発
公
社
を

使
っ
た
宅
地
分
譲
な
ど
を
想
定
し
た
も
の

を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

QAQ
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
8
︐7
4
6

万
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
62
億
6
︐

4
1
0
万
3
千
円
と
す
る
も
の
。

議案の概要 主
な
議
案
の
審
査
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

か ら審 議 総務社会委員会

観光デマンドタクシー
住民向けは定額乗り放題

　
　

�

先
ず
は
村
有
地
の
現
地
調
査
を
し
て
分
譲

可
能
か
ど
う
か
を
相
談
し
て
い
る
。
利
用

可
能
な
村
有
地
で
あ
れ
ば
、土
地
開
発
公

社
が
取
得
し
分
譲
す
る
よ
う
な
計
画
に
入

れ
て
ほ
し
い
旨
の
指
示
は
し
て
い
る
。

【
教
育
課
関
係
】

　

学
校
環
境
整
備
事
業
2
１
2
万
６
千
円
の
増

額
は
修
繕
費
、工
事
請
負
費
と
中
古
パ
ソ
コ
ン

39
台
の
購
入
費
90
万
３
千
円
に
よ
る
も
の
。
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
は
新
電
力
切
り
替
え
に

よ
る
光
熱
水
費
の
減
額
と
施
設
等
保
守
管
理
委

託
料
に
よ
る
も
の
。

　
　

�

中
古
パ
ソ
コ
ン
39
台
を
購
入
し
た
が
、ど

の
く
ら
い
持
つ
の
か
。更
新
後
、購
入
し
た

中
古
パ
ソ
コ
ン
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

�

令
和
6
年
度
に
2
学
年
分
を
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
に
更
新
予
定
が
る
。
そ
れ
ま
で
の
応
急

処
置
。
1
年
生
は
W
i
n
d
o
w
s
の
ま

ま
な
の
で
、予
備
機
に
充
て
る
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
関
係
】

　

ウ
イ
ン
グ
21
維
持
管
理
事
業
１
5
6
9
万
３

千
円
の
増
額
は
修
繕
費
と
工
事
請
負
費

１
4
5
9
万
７
千
円
。

　
　

�

ウ
イ
ン
グ
21
の
修
繕
費
等
は
来
年
度
以
降

か
な
り
か
か
る
の
か
。

　
　

�

劣
化
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
２
台

で
３
５
０
万
程
度
。ホ
ー
ル
の
エ
ア
コ
ン

の
排
熱
が
多
目
的
室
に
入
る
の
で
そ
の
改

修
。
放
送
関
係
や
監
視
装
置
な
ど
も
更
新

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

AQAQA

陳情第6号　
現行の健康保険証を残すよう国に意見書提出を求める陳情書

反対討論
津滝　俊幸

マイナンバーカードと健康保険証が一体化の主な目的は「国
民の生活の利便性」「行政の手続きの簡素化・効率化」「不正
給付の防止等」。手続きの移行期間の初期の不具合は想定
の範囲内。政府は、マイナカードを持っていない人、持って
いても保険証と紐付けていない人、紛失した人、介護が必
要な高齢者や子供ら、カード取得が難しい人でも保険診療
を受けられるよう、保険証の代わりの「資格確認書」を無料
で発行する仕組みをつくっている。

賛成討論
加藤　亮輔

マイナ保険証よる多様なトラブルが数多く報道され、
多くの患者•国民及び、全国保険医団体連合会も不
安を抱えています。安心して受診できるように、「現
行の保険証を残せ」の声が多数です。
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議
案
第
２
号

令
和
５
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算

　

概
要
は
右
ペ
ー
ジ
議
案
第
2
号
と
同
じ

【
観
光
課
関
係
】

海
外
観
光
客
受
皿
整
備
事
業
９
９
５
万
3
千

円
の
増
額
は
、
国
の
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け

て
事
業
主
体
を
村
か
ら
協
議
会
へ
変
更
し
た
こ

と
に
よ
る
ナ
イ
ト
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業
に

か
か
る
負
担
金
。

　
　

�

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
エ
リ
ア
が
決
ま
っ

て
い
る
か
。ま
た
観
光
客
以
外
に
住
民
の

利
用
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

�

エ
リ
ア
は
白
馬
村
全
体
。
今
年
は
乗
降

ポ
イ
ン
ト
が
全
域
に
な
り
、ポ
イ
ン
ト
を

増
や
す
予
定
。
昨
冬
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
2
割
弱
が
住
民
利
用
。こ
の
冬
は
1
回

５
０
０
円
に
設
定
す
る
が
、住
民
向
け
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
70
日

間
の
定
額
3
千
円
乗
り
放
題
プ
ラ
ン
を
設

定
す
る
。

　
　

�

飲
食
店
の
予
約
に
関
し
て
は
、全
て
の
飲

食
店
が
加
入
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

�

あ
く
ま
で
も
飲
食
店
は
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

い
る
。
25
店
舗
程
度
と
想
定
し
て
い
る
が

事
業
に
前
向
き
な
飲
食
店
業
者
が
手
を
上

げ
て
く
れ
る
と
思
う
。ま
た
飲
食
店
の
人

材
不
足
の
課
題
解
決
に
多
く
の
飲
食
店
で

移
行
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
考
え
る
。

QAQA

か ら審 議 産業経済委員会

観光デマンドタクシー
住民向けは定額乗り放題

↓
審
査
結
果
の
一
覧
は
、６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

�

先
ず
は
村
有
地
の
現
地
調
査
を
し
て
分
譲

可
能
か
ど
う
か
を
相
談
し
て
い
る
。
利
用

可
能
な
村
有
地
で
あ
れ
ば
、土
地
開
発
公

社
が
取
得
し
分
譲
す
る
よ
う
な
計
画
に
入

れ
て
ほ
し
い
旨
の
指
示
は
し
て
い
る
。

【
教
育
課
関
係
】

　

学
校
環
境
整
備
事
業
2
１
2
万
６
千
円
の
増

額
は
修
繕
費
、工
事
請
負
費
と
中
古
パ
ソ
コ
ン

39
台
の
購
入
費
90
万
３
千
円
に
よ
る
も
の
。
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
は
新
電
力
切
り
替
え
に

よ
る
光
熱
水
費
の
減
額
と
施
設
等
保
守
管
理
委

託
料
に
よ
る
も
の
。

　
　

�

中
古
パ
ソ
コ
ン
39
台
を
購
入
し
た
が
、ど

の
く
ら
い
持
つ
の
か
。更
新
後
、購
入
し
た

中
古
パ
ソ
コ
ン
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

�

令
和
6
年
度
に
2
学
年
分
を
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
に
更
新
予
定
が
る
。
そ
れ
ま
で
の
応
急

処
置
。
1
年
生
は
W
i
n
d
o
w
s
の
ま

ま
な
の
で
、予
備
機
に
充
て
る
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
関
係
】

　

ウ
イ
ン
グ
21
維
持
管
理
事
業
１
5
6
9
万
３

千
円
の
増
額
は
修
繕
費
と
工
事
請
負
費

１
4
5
9
万
７
千
円
。

　
　

�

ウ
イ
ン
グ
21
の
修
繕
費
等
は
来
年
度
以
降

か
な
り
か
か
る
の
か
。

　
　

�

劣
化
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
２
台

で
３
５
０
万
程
度
。ホ
ー
ル
の
エ
ア
コ
ン

の
排
熱
が
多
目
的
室
に
入
る
の
で
そ
の
改

修
。
放
送
関
係
や
監
視
装
置
な
ど
も
更
新

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

AQAQA詳
細
は
H
P
に
掲
載
の
各
委
員
長
報
告

を
お
読
み
下
さ
い
。

※�

各
委
員
長
報
告
は
、正
式
に
公
開
さ

れ
る「
会
議
録
」と
違
い
、審
議
内
容

（
発
言
）を
要
約
し
纏
め
て
本
会
議

場
で
発
表
す
る
原
稿
と
し
て
編
集

さ
れ
た
も
の
で
す
。

議案第43号　
令和5年度　一般会計補正予算第3号

9月定例会の最終日に追加上程された補正予算。
内容はナラ枯れ対策費として2,000万円

概 

要

質疑
津滝俊幸

　　�ナラ枯れ対策について、民有地での公金を使用
する理由は。

　　�次の３つの観点から公金を使用。人命財産を守
るリスク管理。観光地としてスキー場エリア等
に広がるのを避ける。景観的にもナラ枯れを早
く収束させたい。

Q

A

　　�同様の事象が発生した場合、継続的に対処しても
らえるか。森林整備とナラ枯れ対策事業との違い
は何か。

　　�処理には多額の費用がかかるのですべての対処は
無理。自然景観の損失や倒木による人的・財産の
被害につながるうえ、森林の有する公益的機能の
発揮に影響を与えるおそれがあるため。

　　�この事業の効果はあるか。
　　�ナラ枯れが収束するかは、わからない。

Q

A

Q
A
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第３回臨時会　議決結果 （８月７日）

９月定例会　議決結果
◯…可決　×…否決

番号 件　　名 決算委員会 総務社会
委員会

産業経済
委員会 議決結果

発委第２号 白馬村議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
について -- -- -- 初日可決

発委第３号 新たな財源確保調査検討特別委員会の設置について -- -- -- 初日可決

議案第 36 号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を
改正する条例について -- ◯ -- 可決

議案第 37 号 令和４年度白馬村水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ◯ -- -- 〃
議案第 38 号 令和４年度白馬村下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ◯ -- -- 〃
議案第 39 号 令和５年度白馬村一般会計補正予算（第２号） -- ◯ ◯ 〃
議案第 40 号 令和５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号） -- ◯ -- 〃
議案第 41 号 令和５年度白馬村水道事業会計補正予算（第２号） -- -- ◯ 〃
議案第 42 号 令和５年度白馬村下水道事業会計補正予算（第２号） -- -- ◯ 〃
認定第１号 令和４年度白馬村一般会計歳入歳出決算認定について ◯ -- -- 承認

認定第２号 令和４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認
定について ◯ -- -- 〃

認定第３号 令和４年度白馬村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ◯ -- -- 〃

認定第４号 令和４年度白馬村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて ◯ -- -- 承認

認定第５号 令和４年度白馬村水道事業会計決算認定について ◯ -- -- 〃
認定第６号 令和４年度白馬村下水道事業会計決算認定について ◯ -- -- 〃

番号 件　　名 議決結果
議案 34 号 工事請負契約の終結について（スノーハープの法面改修工事、6259 万円） ◯
議案第 35 号 物品の取得について（マイクロバス 1 台、989 万円） ◯

請願・陳情
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済

委員会 審議結果

請願第１号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの
水準に戻すこと」を長野県知事に求める請願書 ◯ -- 採択

請願第２号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充」を求める請願書 ◯ -- 採択

陳情第６号 現行の健康保険証を残すよう国に意見書提出を求める陳情 ◯ 
（反対：津滝） --

採択 
（反対：横川、

津滝、松本）

追加議案 （9月21日上程）
番号 件　　名 議決結果

同意第 17 号 白馬村教育委員会委員の任命について ◯

議案第 43 号 令和５年度白馬村一般会計補正予算（第３号）。ナラ枯れ対策費 2,000 万円の計上 ◯ 
（反対：津滝）

発委第４号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求
める意見書（請願第１号の採択による） ◯

発委第５号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」
を求める意見書（請願第２号の採択による） ◯

発委第６号 現行の健康保険証の継続を求める意見書（陳情第６号の採択による）
◯ 

（反対：横川、
津滝、松本）
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一般質問一般質問

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

公文書管理の条例化の考えはあるか
	 増井 春美 ……………………………… 8
土地開発公社を活発に使っては
	 横川 恒夫 ……………………………… 9
広域焼却炉は余力なし！を訴えるべきでは	
 丸山 勇太郎 ………………………… 10
価値の高い漢方生薬を研究栽培する考えは
	 太谷 修助 …………………………… 11

フォトニュース

質問者一覧

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
 　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

8月8日糸魚川市・小谷村・白馬村議会議員連絡協議会を開催。
姫川港には帆船の日本丸が寄港していました。

図書館等複合施設の建設スケジュールは
 加藤 亮輔 …………………………… 12
貸別荘等の受付がない宿泊施設の把握は
 尾川 耕 ……………………………… 13
農地集約化は利害から困難が予想されるが
	 津滝 俊幸 …………………………… 14
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【
公
文
書
管
理
】

問
公
文
書
管
理
の
条
例
化

を
し
な
い
理
由
は
。

答
現
在
の
管
理
規
程
に
よ

り
、
迅
速
か
つ
弾
力
的

な
運
用
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
で
、
直
ち
に
条
例
を

制
定
す
る
考
え
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
制
度
を
整
備
す
る
た
め

に
は
、
各
実
施
機
関
の
事
務
局

を
担
う
職
員
は
じ
め
、
多
く
の

職
員
の
労
力
が
必
要
に
な
る
。

本
村
に
お
い
て
は
、
庁
内
Ｄ
Ｘ

推
進
施
策
と
し
て
、
行
政
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
電
子
決

済
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
Ｄ
Ｘ
の
電

子
化
等
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、

公
文
書
と
し
て
の
管
理
方
法
や

管
理
体
制
の
見
直
し
は
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

【
民
間
所
在
資
料（
古
文
書
）】

問
公
文
書
館
の
設
置
や
図

書
館
等
へ
の
併
設
の
考

え
は
あ
る
か
。　

答
各
地
区
や
行
政
で
保
存

さ
れ
て
い
る
歴
史
的
資

料
を
把
握
・
整
理
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
の
適
正
な
保
管
や
地
域

学
習
・
生
涯
学
習
等
で
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
長
野
県
内
で
は
、
長

野
市
、
松
本
市
、
小
布
施
町
な

ど
に
文
書
館
ま
た
は
公
文
書
館

が
あ
る
。
本
村
に
お
い
て
、
単

体
で
文
書
館
・
公
文
書
館
を
新

設
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う

が
、
現
在
検
討
し
て
い
る
図
書

館
等
複
合
施
設
に
お
い
て
、
そ

う
い
っ
た
機
能
を
併
せ
持
ち
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
利
活
用
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
人
材
育

成
に
も
注
力
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

【
青
鬼
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
】

問
青
鬼
地
区
の
現
況
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
か
。

答
青
鬼
地
区
は
、
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
を
は
じ

め
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
認
定

さ
れ
る
な
ど
、歴
史
的
、文
化
的
、

さ
ら
に
観
光
の
視
点
か
ら
見
て

も
、
本
村
に
と
っ
て
極
め
て
価

値
が
高
く
魅
力
あ
る
地
域
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

村
内
や
近
隣
地
域
に
移
住
し

て
建
物
を
管
理
し
な
が
ら
、
行

事
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
の
で
、
人
口
だ
け
で
地

域
の
活
力
を
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
選
定
か
ら
23
年

経
過
し
て
世
代
も
代
わ
り
、
棚

田
で
の
工
作
や
伝
統
行
事
の
継

承
、
道
路
や
水
路
の
作
業
な
ど
、

様
々
な
面
で
課
題
が
生
じ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
青
鬼
地
区
を
持
続
可
能

に
す
る
た
め
の
具
体
策

は
。答

移
住
者
を
迎
え
入
れ
て

集
落
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
や
、
外
部
か
ら
支
援
者
を

募
っ
て
農
業
や
作
業
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
地
域
づ
く
り
を

行
う
う
え
で
は
、
住
民
自
治
を

基
本
と
し
て
、
地
区
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
話
し
合
い
や
合
意

形
成
が
不
可
欠
で
、
そ
の
地
区

に
住
む
方
々
の
意
向
や
地
区
の

総
意
と
し
て
の
方
向
性
が
重
要

で
あ
る
。

　

伝
建
地
区
選
定
当
初
に
策
定

さ
れ
た
青
鬼
地
区
保
存
計
画
が
、

20
年
以
上
見
直
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
地
域
の
状
況
も

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計

画
の
見
直
し
も
含
め
て
、
住
民

や
関
係
者
と
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
地
域
の
将
来
像
を
共
有
し
、

地
域
を
支
援
し
て
い
く
。

答
直
ち
に
条
例
制
定
の
考
え
は
な
い

問
公
文
書
管
理
の
条
例
化

の
考
え
は
あ
る
か

増井 春美

青鬼地区は「日本の棚田百選」認定につづき、令和４年には農林水産省の
「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来に～」にも認定されました。
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【
土
地
開
発
公
社
の
活
用
】

問
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い

な
い
土
地
開
発
公
社
の

業
務
と
は
。

答
道
路
・
公
園
・
緑
地
、そ
の

他
の
公
共
施
設
又
は
公

用
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
、公

営
企
業
の
用
に
供
す
る
土
地
、都

市
計
画
法
に
規
定
さ
れ
た
市
街

地
開
発
事
業
等
の
用
に
供
す
る

土
地
な
ど
を
地
方
公
共
団
体
に

代
わ
っ
て
取
得
や
造
成
、そ
の
他

の
管
理
、処
分
及
び
そ
れ
に
付
帯

す
る
業
務
と
し
て
い
る
。

　

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
土
地
の

取
得
、転
売
に
つ
い
て
は
、公
有

地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
、い
わ
ゆ
る
公
拡
法
の
規
定
に

よ
り
土
地
開
発
公
社
の
業
務
の

範
囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

問
滞
納
整
理
手
段
と
し
て

の
、土
地
の
物
納
に
つ
い

て
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
「
国
税
を
納
付
し
よ
う
と

す
る
者
は
、そ
の
税
額
に

相
当
す
る
金
銭
に
納
付
書
を
添
え

て
」と
の
、金
銭
に
よ
る
納
付
を
原

則
と
す
る
旨
の
規
定
が
あ
り
、物

納
に
よ
る
納
税
は
で
き
な
い
。

 

問
移
住
定
住
促
進
に

関
す
る
具
体
策
は

答
タ
イ
ム
リ
ー
な
地

域
情
報
の
発
信
に

努
め
て
い
る

【
移
住
定
住
促
進
】

問
移
住
定
住
促
進
に
関
す

る
具
体
策
は
。

答
長
野
県
や
広
域
連
携
自

立
圏
事
業
と
協
調
し
た

移
住
フ
ェ
ア
、移
住
相
談
会
に
参

加
出
展
し
、移
住
希
望
者
か
ら
の

相
談
へ
の
対
応
や
地
域
の
実
情

と
タ
イ
ム
リ
ー
な
地
域
情
報
の

発
信
に
努
め
て
い
る
。

　
問
住
環
境
の
充
実
に
関
す

る
施
策
は
。

答
住
宅
の
新
築
や
リ
ホ
ー

ム
の
需
要
期
に
合
わ
せ

て
活
用
が
で
き
、か
つ
、環
境
政

策
と
連
動
し
た
高
い
断
熱
性
能

や
、省
エ
ネ
設
備
の
導
入
等
を
伴

う
住
環
境
整
備
を
行
な
っ
た
住

民
に
対
し
て
、国
及
び
県
の
補
助

施
策
に
上
乗
せ
す
る
形
で
補
助

金
を
交
付
す
る
補
助
制
度
を
、今

年
度
よ
り
創
設
し
た
。

問
空
き
家
を
活
用
し
た
移

住
体
験
住
宅
事
業
の
検

討
の
考
え
は
。

答
本
年
6
月
に
立
ち
上
げ

た「
白
馬
村
空
き
家
等
対

策
協
議
会
」で
は
、当
面
取
り
組

む
べ
き
事
項
と
し
て
、「
空
き
家

の
活
用
促
進
」と「
特
定
空
き
家

の
発
生
抑
制
」に
関
す
る
こ
と
と

し
、移
住
・
定
住
希
望
者
か
ら
の

「
住
居
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い

う
課
題
に
応
え
る
た
め
、行
政
が

主
導
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
構
築
と
運
用
に
よ
り
民
間
事

業
者
の
み
で
は
発
掘
で
き
な
い

物
件
を
発
掘
し
、課
題
解
決
に
つ

な
げ
た
い
。

　

そ
の
前
提
と
し
て
、正
確
な
空

き
家
情
報
の
把
握
や
現
地
調
査

の
実
施
が
不
可
欠
で
あ
り
、村
内

の
空
き
家
状
況
を
網
羅
し
、現
地

調
査
に
取
り
組
む
。

問
村
営
住
宅
の
新
設
は
。

答
13
棟
24
戸
の
村
営
住
宅

を
管
理
し
て
い
る
が
、令

和
2
年
に
新
た
な
住
宅
建
設
は

行
わ
な
い
旨
の
方
針
を
決
定
し
、

当
面
は
個
別
管
理
計
画
に
基
づ

い
て
既
設
住
宅
の
適
切
な
管
理

を
行
っ
て
い
る
。移
住
・
定
住
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
住
宅
を

村
で
新
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

答「公拡法」により業務の範囲が定められる

問土地開発公社を活発に
使っては

横川 恒夫

移住定住を促進して、このように大勢の人が集まって
毎年運動会ができるように。
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【
ご
み
の
収
集
、
分
別
及
び

減
量
】

問
焼
却
ご
み
量
の
令
和
元

年
度
と
４
年
度
の
比
較
、

地
区
集
積
場
の
出
し
方
の
良
く

な
い
地
区
、外
国
籍
住
民
へ
の
ご

み
出
し
の
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

答
元
年
度
２
︐9
3
1
ｔ
、

４
年
度
は
２
︐8
1
7
ｔ
。

3.9
％
の
減
。

　

繁
忙
期
に
人
が
集
ま
る
地
区

や
ア
パ
ー
ト
が
多
い
地
区
の
飯

田
、エ
コ
ー
ラ
ン
ド
、白
馬
町
、新

田
、切
久
保
、み
そ
ら
野
な
ど
で

は
出
し
方
は
よ
く
な
い
。

　

外
国
人
の
中
長
期
滞
在
者
に

は
、ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
出

し
方
早
見
表
の
英
語
版
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
。
動
画
作
成

も
今
後
計
画
し
て
い
る
。

問
『
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
物

の
分
け
方・
出
し
方
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
』の
令
和
５
年
度
版
は
、

な
ぜ
作
成
し
な
か
っ
た
の
か
。毎

日
毎
日
、地
区
集
積
場
の
ご
み
出

し
品
目
を
声
の
広
報
で
流
す
の

は
な
ぜ
か
。

答
今
回
は「
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
」と「
50
音
別
仕
分

け
表
」を
作
っ
た
が
、様
々
な
意

見
を
聞
い
て
対
応
を
考
え
た
い
。

声
の
広
報
は
同
様
の
意
見
を
も

ら
っ
て
い
る
し
個
人
的
に
も
そ

う
思
う
の
で
検
討
す
る
。

問
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、こ
れ

ま
で
同
様
に
カ
レ
ン
ダ
ー

と
共
に
毎
年
度
作
成
し
全
世
帯

に
配
布
す
べ
き
も
の
。
新
規
転

入
者
も
い
る
。
来
年
以
降
は
必

ず
作
成
さ
れ
た
い
。ま
た
、声
の

広
報
は
あ
ま
り
に
毎
日
だ
と
逆

に
効
果
が
な
い
。
工
夫
し
て
ほ

し
い
。

　

広
域
事
業
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
は
な
ぜ
未
着
工
な
の
か
。完

成
後
は
地
元
に
管
理
運
営
を
振

ら
れ
る
の
で
は
。

答
昨
年
８
月
の
２
回
の（
入

札
）不
落
後
、実
施
設
計

を
見
直
し
て
い
る
た
め
遅
れ
て

い
る
。完
成
は
来
年
度
に
な
る
。

管
理
運
営
は
広
域
だ
と
聞
い
て

い
る
。

問
白
馬
村
は
気
候
非
常
事

態
宣
言
等
を
し
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
も
作
っ
た

が
、村
民
個
々
人
へ
の
啓
発
に
は

力
を
入
れ
て
い
な
い
。
全
国
初

の
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
し
た

長
崎
県
壱
岐
市
の
第
一
宣
言
項

目
は
、ご
み
の
４
Ｒ
推
進
だ
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、観
光

局
の
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ハ
ク
バ

と
か
の
、言
葉
だ
け
は
よ
く
使
う

白
馬
村
だ
が
、行
政
と
し
て
や
る

べ
き
こ
と
は
、こ
の「
ご
み
分
野
」

で
も
ま
だ
ま
だ
多
い
。

　

ま
た
、広
域
化
で
大
町
市
に

造
っ
た
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー

ク
の
焼
却
炉
は
極
め
て
余
力
の

な
い
施
設
。小
さ
い（
20
t
炉
×

２
基
）ゆ
え
稼
働
率
が
極
め
て
高

く
、
年
間
焼
却
日
数
は
3
3
7

日
、全
焼
却
日
数
の
83
％
で
２
炉

運
転
し
、１
日
当
り
3
4
．3
t

焼
却
し
て
い
る（
※
）。災
害
ご
み

受
入
れ
に
も
応
え
ら
れ
な
い
広

域
事
務
局
も
自
ら
認
め

る「
余
力
の
な
い
施
設
」

で
あ
る
こ
と
を
、村
民

に
訴
え
認
識
し
て
も
ら

い
、ご
み
減
量
化
に
真

剣
に
協
力
い
た
だ
く
し

か
な
い
。担
当
課
長
と

し
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
新
し
い
気
づ
き

を
頂
け
た
。
焼

却
炉
が
小
さ
く
高
負
荷

な
の
は
事
実
で
、地
球

環
境
の
観
点
か
ら
の
減

量
だ
け
で
な
く
、施
設

容
量
の
観
点
で
の
減
量
の
必
要

性
訴
求
は
新
た
な
気
づ
き
。そ
の

観
点
か
ら
の
ご
み
減
量
啓
発
も

し
て
い
き
た
い
。

※�

い
ず
れ
も
令
和
元
年
度
の
実

績
デ
ー
タ

ごみの減量こそ庶民のゼロカーボンルールが守られないものは収集されない。
地区衛生役員の手を煩わせないでほしい！

答
施
設
容
量
か
ら
の
ご
み
減
量
啓
発

は
新
た
な
気
づ
き

問
広
域
焼
却
炉
は
余
力
な
し
！

を
訴
え
る
べ
き
で
は

丸山 勇太郎
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【
高
収
益
作
物
と
薬
草
栽
培
】

問
ほ
場
整
備
さ
れ
た
土
地

を
、県
は
面
積
換
算
で
２

割
程
度
の
高
収
益
作
物
を
栽
培

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。そ
の

一
つ
に
中
国
に
全
体
の
80
％
を

依
存
し
て
い
る
不
安
定
な
漢
方

生
薬
の
安
定
供
給
に
向
け
、本
村

も
付
加
価
値
の
高
い
漢
方
生
薬

を
研
究
栽
培
し
て
は
ど
う
か
。

答
薬
用
作
物
産
地
支
援
協

議
会
が
、農
水
省
の
支
援

事
業
を
活
用
し
、薬
用
作
物
の
産

地
化
を
望
む
地
域
の
要
望
や
課

題
に
応
じ
て
い
る
。村
が
研
究
栽

培
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、農
家
に
は
情
報
提
供
し
た

い
。問

気
候
変
動
が
激
し
い
昨

今
の
諸
事
情
か
ら
、白
馬

の
土
地
に
合
っ
た
作
物
、植
物
を

選
択
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で

は
な
い
か
、特
に
長
野
県
は
薬
草

の
宝
庫
で
あ
り
生
薬
に
関
し
て

は
可
能
性
が
高
い
の
で
は
。

答
村
で
は
技
術
的
知
見
は

持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な

い
が
、国
か
ら
農
家
に
直
接
交
付

さ
れ
る
産
地
交
付
金
の
支
払
い

に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
特
定

作
物
の
栽
培
は
慎
重
に
考
え
て

い
る
。
農
業
委
員
の
研
修
会
で

は
、国
の
農
業
政
策
に
対
し
て
同

様
の
意
見
が
出
た
。北
ア
ル
プ
ス

地
方
は
水
田
単
作
地
帯
で
、農
業

産
出
額
は
水
稲
が
４
割
超
と
偏

重
。人
口
減
少
に
よ
る
コ
メ
消
費

量
や
米
価
の
下
落
。新
規
就
農
者

を
含
め
担
い
手
農
家
等
へ
の
支

援
は
今
後
も
必
要
と
は
考
え
て

い
る
。

問
持
続
可
能
な
農
業
経
営

を
目
指
す
移
住
・
定
住
の

為
に
、希
望
を
も
っ
て
自
然
豊
か

な
緑
の
白
馬
に
来
て
頂
け
る
よ

う
一
考
す
べ
き
で
は
。

答
農
業
は
農
地
法
で
厳
格

に
守
ら
れ
、農
地
取
得
の

下
限
面
積
は
令
和
５
年
４
月
に

撤
廃
さ
れ
、農
業
へ
の
参
入
は
し

や
す
く
な
っ
た
一
方
、不
動
産
取

引
が
活
発
で
、国
内
外
問
わ
ず
投

機
的
な
参
入
に
つ
い
て
農
業
委

員
会
は
危
惧
し
て
い
る
。農
地
の

貸
し
借
り
は
、法
制
化
さ
れ
た
地

域
計
画
で
あ
る
目
標
地
図
に
基

づ
き
、借
り
手
を
決
定
す
る
。小

規
模
で
農
地
を
借
り
た
い
方
に

つ
い
て
は
、現
在
調
整
中
。

　【
安
心
安
全
な
食
糧
自
給
】

問
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
地
域

の
自
給
を
支
え
、多
様
な

作
物
が
生
産
で
き
る
自
給
国
家

へ
の
転
換
を
目
指
す
べ
き
で
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
多
い
白
馬

村
と
し
て
は
、こ
れ
ら
の
食
料
確

保
に
、今
後
ど
の
様
に
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
か
。

答
ハ
ー
ド
事
業
で
は
圃
場

整
備
等
優
良
土
地
の
確

保
、ソ
フ
ト
事
業
で
は
人
農
地
プ

ラ
ン
法
定
化
に
よ
る
地
域
計
画
、

目
標
地
図
策
定
及
び
農
業
振
興

地
域
の
見
直
し
と
考
え
る
。観
光

客
へ
の
提
供
で
は
、食
材
を
消
費

す
る
の
に
見
合
っ
た
数
の
お
客

様
が
一
定
量
い
る
こ
と
と
、地
元

食
材
を
使
っ
た
食
事
を
提
供
で

き
る
人
材
が
適
正
数
い
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

答 状況を把握し農家に情報
提供をしていく

問価値の高い漢方生薬を
研究栽培する考えは

太谷 修助

これから製品として整理調整して出荷する前の山積されたドクダミの束
（提供：小川村　塩沢薬草集荷工場）
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【
図
書
館
等
複
合
施
設
建
設

問
題
】

問
図
書
館
等
複
合
施
設
建

設
の
検
討
状
況
は
。

答
2
0
1
9
年
度
策
定
の

基
本
計
画
を
延
床
面
積

２
３
０
０
㎡
に
縮
小
し
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
。こ
の
事
業
規
模

で
は
、官
民
連
携
参
入
の
メ
リ
ッ

ト
が
少
な
く
参
入
は
難
し
い
と

の
回
答
か
ら
、官
民
連
携
は
断
念

し
た
。

問
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
施
設
の
実
施
目
標
年
度

を
２
０
２
７
年
か
ら
設

計
・
建
設
。２
０
３
０
年
に
開
館

予
定
で
す
が
、直
近
の
実
質
公
債

費
比
率
が
18
%
近
く
と
な
る
厳

し
い
状
況
か
ら
、予
定
通
り
実
施

す
る
判
断
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
後
は
各
課
で
個
別
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
た
上
で
、精
度
の
高

い
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

着
手
し
た
。実
施
年
度
の
判
断
は

も
う
少
し
時
間
が
必
要
。答

問 村も「子どもの
貧困対策計画」の
策定を
村民の利益に資す
るならば考えたい

【
生
活
支
援
事
業
を
積
極
的

に
広
報
し
活
用
を
】

問
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
て
、30
年
ぶ
り

の
高
水
準
の
春
闘
の
中
、観
光
客

も
戻
っ
て
き
た
が
、実
質
賃
金
は

14
ヵ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
、物
価
の

上
昇
に
も
追
い
付
か
な
い
状
況
。

村
民
の
生
活
実
態
を
知
る
た
め

に
、２
０
２
３
年
の
白
馬
村
の
生

活
保
護
制
度
利
用
世
帯
数
。
ま

た
、就
学
援
助
金
制
度
利
用
人
数

を
伺
う
。

答
生
活
保
護
費
受
給
人
数

は
、町
村
単
位
の
公
表
は

し
な
い
。２
０
２
２
年
度
の
北
安

曇
管
内
の
受
給
人
数
は
91
世
帯
。

白
馬
村
の
就
学
援
助
費
利
用
者

数
は
、本
年
9
月
現
在
74
名
。

問
外
国
人
就
労
者
を
除
い

た
、昨
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
の
納
入
遅
れ
者
の
人
数
、

滞
納
者
数
、及
び
納
税
相
談
者
数

は
。答

国
民
健
康
保
険
税
の
督

促
状
の
10
期
累
計
の
発

送
数
は
１
６
７
４
件
、実
人
数

４
１
２
名
。滞
納
者
数
61
名
。納

税
相
談
者
数
21
名
。

問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が

２
０
１
３
年
に
成
立
。第
４
条

に
、「
地
方
公
共
団
体
は
…
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
関
し
、国
と
協

力
し
つ
つ
、当
該
当
地
域
の
状
況

に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、及
び

実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。９
条

の
２
に
は
、当
該
市
町
村
に
お
け

る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
の
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め

る
。」と
な
っ
て
い
る
。計
画
を
策

定
す
べ
き
だ
と
思
う
が
村
長
の

見
解
は
。

答
本
村
で
は
策
定
し

て
い
な
い
。し
か
し
、

子
育
て
支
援
課
や
教
育
課

が
現
在
行
な
っ
て
い
る
施

策
そ
の
も
の
が
、子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
他
自
治
体
を
参
考

に
す
る
中
で
、本
村
の
限
ら

れ
た
人
材
と
時
間
も
考
慮

し
、策
定
し
た
ほ
う
が
よ
り

村
民
の
利
益
に
資
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
考
え

た
い
。

問
深
空
の
民
宿
で
有

志
が
実
施
し
て
い

る
子
ど
も
食
堂
の
開
催
状

況
は
。ま
た
村
の
支
援
は
。

答
子
ど
も
の
交
流
、居
場
所

と
し
て
、有
志
の
方
が
月

１
回
開
催
し
て
い
る
。村
は
お
知

ら
せ
、材
料
費
で
支
援
。

問
学
習
の
遅
れ
が
貧
困
の

連
鎖
を
招
く
。夏
休
み
の

村
の
学
習
支
援
計
画
は
。

答
村
と
し
て
の
計
画
は
な

い
。

加藤 亮輔

図書館複合施設建設予定地。「木流し公園」からの心安らぐ眺望

答
実
施
年
度
の
判
断
は
、も
う
少
し

時
間
が
必
要

問
図
書
館
等
複
合
施
設
の

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
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【
住
民
と
観
光
客
の
目
線
で

考
え
る
防
災
・
減
災
へ
の
対

策
】問

自
主
防
災
組
織
の
数
や

所
属
し
て
い
る
世
帯
数
・

人
口
は
。

答
全
30
地
区
の
内
、27
地
区

が
組
織
し
て
い
る
。全
世

帯
数
の
約
6
6
．2
%
、全
人
口

の
約
6
1
．6
%
と
推
測
。

問
手
上
げ
式
で
集
め
て
い

る「
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
」へ
の
登
録
状
況
は
。「
災
害

時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」に
そ

の
名
簿
を
活
用
し
て
い
る
か
。

答
名
簿
の
対
象
は
、ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
、高
齢

の
み
の
世
帯
、障
が
い
者
等
で

1
︐9
4
1
名
。そ
の
内
登
録
者

は
38
名
。地
区
の
民
生
委
員
に
対

し
て
、真
に
必
要
な
方
を
名
簿
と

し
て
出
す
よ
う
に
依
頼
し
て
い

る
。マ
ッ
プ
は
全
地
区
で
作
成
し

て
い
る
が
、名
簿
は
活
用
し
て
い

な
い
。

問
支
え
合
い
マ
ッ
プ
や
要

支
援
者
名
簿
、地
区
へ
の

情
報
提
供
の
方
法
等
を
見
直
さ

な
い
か
。そ
れ
に
対
応
で
き
る
条

例
を
作
ら
な
い
か
。

答
条
例
の
制
定
は
、深
く
検

討
し
た
い
。

問
こ
の
冬
ま
で
に「
白
馬
村

観
光
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
あ
る
、災
害
連
絡
担
当
者
の
設

置
を
各
協
会
等
に
要
請
し
な
い

か
。答

先
ず
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

周
知
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
知
ら
せ
た
い
。

問
宿
泊
施
設
の
緊
急
時
管

理
人
を
村
は
把
握
し
て

い
る
か
。

答
把
握
し
て
い
な
い
。

問
貸
別
荘
タ
イ
プ
等
の
フ
ロ

ン
ト
が
無
い
宿
泊
施
設
の

場
所
・
戸
数
・
収
容
宿
人
数
を
把

握
で
き
て
い
な
い
状
況
で
は
、災

害
時
に
地
域
住
民
や
消
防
団
な

ど
に
、負
担
が
か
か
ら
な
い
か
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
や
、官

公
庁
等
に
よ
り
令
和
3

年
に
作
成
し
た「
観
光
危
機
管
理

推
進
の
た
め
の
手
引
書
」を
踏
ま

え
て
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

 

問
公
共
施
設
へ
の
再
エ
ネ

電
力
の
導
入
は

答
22
施
設
で
再
エ
ネ

1
0
0
%
電
力
を

使
用

【
今
後
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施

策
・
事
業
】

問
6
月
に
村
民
有
志
等
が

提
案
し
た「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
行
動
計
画
」は
参
考
に
な
っ
た

か
。答

行
政
が
進
め
る
今
後
の

環
境
施
策
の
ア
イ
デ
ア

集
と
し
て
非
常
に
参
考
に
な
っ

た
。庁
内
横
断
的
に
環
境
政
策
を

意
識
し
、施
策
の
具
現
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
法
律
で
義
務
化
さ
れ
て

い
る「
地
方
公
共
団
体
実

行
計
画
事
務
事
業
編
」

改
定
を
行
な
う
の
か
。

ま
た
来
年
度
に
向
け

た
公
共
施
設
へ
の
具

体
的
な
取
組
は
。

答
公
共
施
設
の

駐
車
場
へ
の

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー

ト
の
設
置
、公
共
施
設

へ
の
太
陽
光
発
電
の

設
置
に
向
け
、民
間
へ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
提
案

を
随
時
進
め
て
い
る

が
、
規
模
や
技
術
的

ハ
ー
ド
ル
、財
源
の
確

保
策
な
ど
、解
決
す
べ

き
課
題
が
見
え
て
き
た
状
況
。具

体
的
な
導
入
計
画
等
は
検
討
中
。

問
防
災
対
策
に
も
使
え
る

よ
う
、太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
の
導
入
を
公
衆
ト
イ
レ

で
行
う
考
え
は
。

答
公
衆
ト
イ
レ
は
、老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、順
次
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る
。

築
年
数
も
古
く
災
害
時
に
対
応

で
き
な
い
。太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設

置
な
ど
は
費
用
対
効
果
を
改
め

て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

防災マニュアル等、計画やマニュアルを住民等に
しっかり周知し、活かしていきたい！

答 把握していない

問貸別荘等の受付がない
宿泊施設の把握は

尾川 耕
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【
農
業
振
興
と
観
光
連
携
】

問
第
５
次
総
合
計
画
後
期

計
画
の
、基
本
計
画
に
基

づ
く
農
業
振
興
策
の
進
捗
状
況

は
。答

優
良
農
地
の
保
全
で
は

北
城
南
部
ほ
場
整
備
の

取
組
。認
定
農
業
者
支
援
で
は
、

農
業
機
械
購
入
補
助
を
始
め
農

地
の
約
7
割
が
利
用
集
積
さ
れ

た
。中
規
模
程
度
の
事
業
者
へ
の

農
地
の
利
用
集
積
や
米
の
品
質

向
上
、有
機
J
A
S
認
定
や
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
課
題
。

問
地
域
の
農
地
の
将
来
像

で
あ
る「
目
標
地
図
」を

定
め
た
地
域
計
画
が
法
制
化
さ

れ
た
が
、そ
の
進
捗
状
況
は
。

答
策
定
は
農
業
委
員
会
で

の
役
割
と
な
っ
て
お
り
、

農
業
関
係
者
に
よ
る
懇
談
会
を

本
年
11
月
に
、令
和
6
年
11
月
ま

で
に
目
標
地
図
と
地
域
計
画
を

定
め
、農
業
者
へ
の
説
明
会
や
公

告
を
経
て
、令
和
7
年
3
月
末
ま

で
に
作
成
す
る
予
定
。

問
村
長
公
約
に
よ
る
、地
元

ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
や
地

産
地
消
に
よ
る
地
域
内
経
済
循

環
の
促
進
は
。

答
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の

情
報
発
信
が
弱
か
っ
た

の
で
、フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
多
い
観

光
局
の
S
N
S
を
活
用
し
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
重
点
的
に
取
り

組
み
た
い
。地
産
地
消
は
村
内
施

設
で
提
供
す
る
事
を
基
本
と
し
、

学
校
給
食
で
の
提
供
や
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
で
の
活
用
、宿
泊

施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
使
用

も
含
め
地
元
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強

化
し
て
い
く
。

問
的
確
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
る
優
良
農
地
の
保
全

は
。答

ほ
場
整
備
に
あ
わ
せ
た

農
業
振
興
地
域
整
備
計

画（
農
振
地
と
非
農
振
地
）の
見

直
し
を
進
め
、地
域
計
画
や
目
標

地
図
の
策
定
に
お
い
て
、自
ら
積

極
的
に
調
整
役
と
し
て
関
わ
っ

て
い
き
た
い
。

問
観
光
業
と
の
連
携
に
よ

る
人
材
確
保
は
。

答
人
口
減
少
に
伴
う
人
材

確
保
は
ど
の
業
種
に
お

い
て
も
深
刻
な
問
題
と
捉
え
て

い
る
。令
和
17
年
に
は
農
業
重
視

者
は
65
人
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

幅
広
い
議
論
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
。

問
農
業
と
観
光
と
の
連
携
に

つ
い
て
、具
体
策
は
何
か
。

答
生
産
者
と
観
光
事
業
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り

域
内
調
達
率
の
向
上
に
努
め
、観

光
消
費
額
の
村
外
流
失
の
抑
制

を
は
か
り
た
い
。ま
た
、農
業
体

験
や
一
流
料
理
人
に
よ
る
地
元

食
材
の
料
理
も
付
加
価
値
を
高

め
る
事
に
つ
な
が
り
、こ
う
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
の
増
加
・
充
実
を
さ

せ
た
い
。

問
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、推
進

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
観
光
や
農
業
を
基
幹
産

業
と
し
、イ
ン
バ
ン
ウ
ン

ド
需
要
も
あ
る
白
馬
村
に
お
い

て
、持
続
可
能
な
観
光
地
を
目
指

す
観
点
か
ら
、こ
の
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
は
、大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

問
H
V
T
で
は
、

こ
の
事
業
に
す

で
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、H
P
な
ど
発
信
力

が
弱
く
、利
用
者
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
。改
善

す
る
べ
き
で
は
。

答
塩
の
道
や
温
泉

な
ど
の
魅
力
を

通
し
て
、広
域
で
取
り

組
む
こ
と
に
意
義
は
あ

る
。し
か
し
、事
業
の
目

的
や
コ
ン
セ
プ
ト
、イ

ベ
ン
ト
情
報
、利
用
で

き
る
店
舗
な
ど
情
報
が

不
十
分
で
あ
り
、H
P

の
充
実
を
含
め
更
に
推
進
し
て

い
く
取
組
が
必
要
。

＊�

集
約
化
：
農
地
の
利
用
権
を
交
換
す

る
こ
と
に
よ
り
、農
地
の
分
散
を
解

消
す
る
こ
と
で
効
率
的
に
農
作
業
が

で
き
る
。

＊�

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
そ

の
土
地
の
気
候
風
土
が
生
ん
だ
食
材
、

習
慣
、伝
統
、歴
史
な
ど
に
よ
っ
て
育

ま
れ
た
食
を
楽
し
み
、食
文
化
に
触

れ
る
事
を
目
的
と
し
た
旅
行
。

＊�

Ｈ
Ｖ
Ｔ
：
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
ハ
ク
バ
バ
レ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
。

津滝 俊幸

答
調
整
に
必
要
な
ら
、理
事
者
も
介

入
す
る

問
農
地
集
約
化
は
利
害
か
ら

困
難
が
予
想
さ
れ
る
が

農地は観光の大切な財産！ここに住む者には守る義務があるでは。
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マチを好きになるアプリ

ト
ピ
ッ
ク
ス

スマホアプリで白馬議会だより配信中！
お気軽に！ご意見をお寄せください！
　 gikai@vill.hakuba.lg.jp
85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

本
会
議
場
傍
聴
席
へ
の
昇
降
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。足
が
不
自
由
な
方
で
も
傍
聴
可
能
で
す
。本
会
議
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

新たな財源確保調査検討特別委員会を設置

やります！おでかけ議会

定例会初日に、この委員会を設置しました。行政

が使途を検討する「観光地経営会議」を発足させ

たのに続き、財源の仕組み、税制度、徴収コスト等

の検討のための「財源確保検討委員会2.0」を再ス

タートしました。議会としては「宿泊税」ありきでは

なく、新たな財源確保の調査・検討をあらゆる角度

から検証し、行政に提言する目的で進めて参ります。

委員長に太谷修助、副委員長には、増井春美を選

任。

自治会や各種団体、学校・保育園・幼稚園の保護者の皆
さんなど（10名以上程度）、議員と話したい、意見を聞きた
いというところに伺います。
ご希望がございましたら申込書を議会事務局にお送りく
ださい。後日、日程等を調整し、ご連絡させていただきます。
詳しくは白馬村議会事務局へお問い合わせください。

猛暑の中７/31 に国会議員会館を訪問し、県選出の衆参国会
議員に、道路・農政等７つの要望活動を行なった。

８/29 に松川・小谷・白馬議員交流会を白馬村で開催。
白馬村DX統括監を招き、講義を行った。

〜白馬村民の皆さんとの意見交換会〜

直通電話

0261-85-0725（議会事務局）

詳しくはHPを
ご覧ください。
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岩岳南東斜面のナラ枯れの現状 
photo: 松川上空より岩岳を９月末にドローン撮影
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■令和4年度の決算 ……………………………………… 2～3

■常任委員会 ……………………………………………… 4～5

■本会議場での質疑・討論 …………………………… 4～5

■議決結果一覧 …………………………………………………6

■村政を問う　一般質問 …………………………… 8～14

■トピックス ………………………………………………… 15

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」…………… 16

　　　　

あ

と

が

き

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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こ
の「
議
会
だ
よ
り
」が
ど
の
よ

う
に
始
ま
っ
た
か
を
知
り
た
く
て

第
１
号
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、議

員
控
室
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
な
か

で
貴
重
な
１
冊
を
発
見
！

ユ
ー
ト
ピ
ア
21
白
馬
委
員
会
と
名

付
け
、編
集
活
動
を
開
始
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
36
年
前
は
議
員

1
8
名
、平
均
年
齢
5
8
．5
歳
、50

～
60
代
男
性
の
み
の
構
成
で
し
た
。

編
集
目
標
と
し
て
、「
活
動
情
報

の
一
方
的
な
お
知
ら
せ
で
は
な
く
、

村
民
の
皆
さ
ん
が
議
会
へ
の
関
心

と
理
解
を
頂
く
た
め
に
、相
互
交
流
、

親
し
み
や
す
さ
、わ
か
り
や
す
い
紙

面
に
配
慮
す
る
。」と
あ
り
ま
す
。

こ
の
目
標
は
、私
た
ち
も
踏
襲
す

べ
き
も
と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

（
増
井
春
美
）

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃

議
　
　
長

尾
川
　
　
耕

増
井
　
春
美

加
藤
ソ
フ
ィ
ー

丸
山
　
和
之

横
川
　
恒
夫

切
久
保
達
也

津
滝
　
俊
幸

丸
山
勇
太
郎

太
田
　
伸
子

白馬の子育て充実しますように コロナへの反省 森の中のパン屋cafe'

私も主人も白馬っ子。結婚して大
阪に住んでいましたが、子ども達に
自然の素晴らしさも厳しさも経験さ
せたいと思い戻って来ました。
白馬で子育てして思う事は、観光
向けの遊び場が多いので、お金をか
けずにもっと気軽に遊びにいける場
所があったらいいなぁと思います。
年齢が小さい子から高校生など大き
い子まで、雨が降っても大丈夫、ここ
に遊びに行けば友達に会える、遊具
などでのびのび体も動かせる、そん
な場所があったら嬉しいです。図書
館複合施設の話…早く進みますよう
に。
地元の子で白馬に帰って来たいけ
ど住む所が見つからない、近隣市町
村の方が子育て支援が充実している
などの理由で帰って来たいけど帰っ
て来ない人もいます。
観光は大事。でもこれからの白馬
村を支える今の子ども達が、白馬を
大切にしたいと思えるような支援の
充実をもっと願います。

白馬の美しい自然に憧れ、中古物
件を購入し宿泊業を始めた。異分野
への挑戦で、予約管理から雪かきま
で全てを一から学ぶ日々でした。試
行錯誤の末、事業を軌道に乗せるこ
とができた。観光案内も拡充し、更に
努力を誓った矢先、コロナウイルス
が襲来し打撃を受けた。
コロナ禍の前まで気に掛ける余裕
はなく、古く老朽化が進む施設の改
善が必要であった。資金の余裕もな
く、時間だけ余りにあり、DIYをやり
始めた。簡単な乾燥室の塗装から始
め、テラス、外装まで修繕した。国の
補助金も活用し、換気設備やトイレ
の増設を行った。
コロナ禍の3年間、ある意味で充実
した経験を積む機会でもあった。も
しコロナがなければ、修繕に大金を
投じるか、もっとボロくになってい
たかも。コロナは全てが悪いわけで
はないと感じる。
皆様はコロナ禍の間、どのようにお

過ごし、どんな思いを抱えましたか？

2020年の外出制限のあるコロナ禍
からの開業でした。そのため週１回
訪問販売をしながらの営業でした。
シンプルなパンからサンドした惣
菜パン、ドーナツと多種多様な商品
を販売しています。様々なニーズに
応えるため、試行錯誤しながら商品
を増やしてきました。
今年の春から白馬高校の購買を担
当。５月には店舗に隣接するスペー
スに食事ができるカフェをオープン
しました。白馬の自然豊かな環境に
併せたこだわりの内装に仕上げ、お
客様の反響は想像を上回るものでし
た。村内にあるコーヒー豆の焙煎店
と協力してオリジナル珈琲も提供し
ています。
今後はメニューや団体プランを充
実させて、子育てママの集会やイベ
ント貸切り等で地元に根ざしたお店
づくりを行っていきたいと思います。
まだ当店をご存知でない村民の皆様
方に是非ご来店頂きたいです！

めいてつ　高田　優子 みそら野　山東　誠 みそら野　小林　さやか




